
引照点4(IN4)

点検方向

点検方向

引照点3(IN3)

公共基準点A

公共基準点C

復元点

街区基準点B

復元基準点(器械点)
L1

④夾角

②夾角
⑤距離

⑧距離

L2

⑨夾角

⑩距離

①距離

③距離

⑪距離

L1距離＜L2距離

L1=(⑤+⑧)/2

復元基準点(器械点)

引照点1(IN1)

引照点2(IN2)

⑥距離

⑦夾角

L2=⑥

◆観測は次表のとおりとする。

項　目

2

読定単位

対 回 数

1″～　10″

区　分

ステーション
2級トータル

0°、90°
水平目盛

位　　置

読定単位 1″～　10″

観測差

倍角差

20″

対 回 数 1

高度定数

の較差

1mm

2

読定単位

セット数

1mm

2セット数

読定単位

3級同等以上レベル機器

復元・効用確認測量

水
平
角
観
測

鉛
直
角
観
測

距
離
測
定

水
準
測
量

2. 基準点成果などの資料収集

1. 現地調査後、関係先との協議

3. 基準点使用承認申請書(様式第2号)、基準点使用承認書(様式第3号)

4. 基準点(一時撤去・移転)申請書(様式第7号）、承認書(様式第9号)など

3. ①③の距離測定（１対回観測２セット）

2. ②撤去前の街区基準点Bを器械点として前後の公共基準点A・Cを水平角を測定（２対回観測）

1. 撤去する街区基準点が正常か確認する（異常の場合は廃点扱い）

［工事前］

<計画準備>

<点検測量>

［略図］

5. その他（機器の検定・点検調整など）

（亡失点や廃点予定の街区基準点は対象外）

街区基準点復元・効用確認測量作業手順

平成22年9月1日改定
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復元測量作業手順概略図

L1=（⑤距離+⑧距離）/2

※　但し、L1距離＜L2距離=⑥

街区基準点B

引照点1(IN1)

引照点3(IN3)引照点2(IN2)

 　利用して鋲を設置(笠は着けない)

1.復元時、器械点とする点

2.構造物(縁石、側溝など)にドリルを

1.復元時、点検に使用

 　利用して鋲を設置(笠は着けない)

2.構造物(縁石、側溝など)にドリルを

 　利用して鋲を設置(笠は着けない)

1.復元時、零方向とする点

2.構造物(縁石、側溝など)にドリルを

引照点(IN4)

1.復元点とIN1の線上に設置

2.ブロック塀などに刻印、又は、縁石

 などに鋲を設置(笠は着けない)

④夾角

⑤
距

離

⑧
距

離

⑩=距離

⑪
距

離

⑥=距離(L2)

L
1

①距離

（後視点＝零方向）
公共基準点A

公共基準点C
（前視点＝視準方向） ③距離

⑦夾角
⑨夾角

②夾角

6°
10′

1.撤去して復元する点

2.近接工事の影響による効用確認




